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Ideas for Japanese-Language Classrooms

お正
しょう
月
がつ
に楽

たの
しむ遊

あそ
びに、カルタや百

ひゃく
人
にん
一
いっ
首
しゅ
があります。

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
教
きょう
材
ざい
としてもいろいろなカルタが

発
はつ
売
ばい
されていますが、ここでは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が自

じ
分
ぶん
で

作
つく
ったカードを利

り
用
よう
したカルタ遊

あそ
びを紹

しょう
介
かい
します。

◆カルタ遊
あそ
び

＜手
て
順
じゅん
＞

1 カルタ遊
あそ
びを理

り
解
かい
する。

参考：『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
46号

ごう
』「授

じゅ
業
ぎょう
のヒント：かなを

楽
たの
しく覚

おぼ
えよう」を見

み
てください。

（http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/tsushin/index.html）
2 カルタのカード（読

よ
み札

ふだ
と取

と
り札

ふだ
）を作

さく
成
せい
する。

1）文
ぶん
には、単

たん
文
ぶん
と複

ふく
文
ぶん
があること、複

ふく
文
ぶん
とは、「日

に
本
ほん
語
ご

の授
じゅ
業
ぎょう
が終

お
わったら、近

ちか
くに買

か
い物

もの
に行

い
きます。」

のように、述
じゅつ
語
ご
（下

か
線
せん
部
ぶ
分
ぶん
）を二

ふた
つ以

い
上
じょう
持
も
つ

文
ぶん
であることを確

かく
認
にん
する。

2）複
ふく
文
ぶん
の前

ぜん
文
ぶん
に接

せつ
続
ぞく
する語

ご
のうち、すでに習

なら
ったものを

とりあげ、復
ふく
習
しゅう
をする。

とりあげる接
せつ
続
ぞく
する語

ご
の例

れい

3）次
つぎ
のような複

ふく
文
ぶん
の例

れい
を示

しめ
し、適

てき
度
ど
な長

なが
さの複

ふく
文
ぶん
を作

さく
成
せい

させる。ある程
てい
度
ど
の長

なが
さがあったほうがおもしろく遊

あそ
べる。

・ 去
きょ
年
ねん
北
ほっ
海
かい
道
どう
に行

い
ったとき、

生
う
まれて初

はじ
めて雪

ゆき
を見

み
ました。

4）学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が作

つく
った文

ぶん
を集

あつ
めて、文

も
字
じ
や文

ぶん
法
ぽう
の間

ま
違
ちが
いが

あったら教
きょう
師
し
が直

なお
す。

5）カルタ遊
あそ
びに必

ひつ
要
よう
な数

かず
のカードを作

つく
る。

色
いろ
画
が
用
よう
紙
し
（少

すこ
し厚

あつ
い紙

かみ
）などを使

つか
って、例

れい
のように

「読
よ
み札

ふだ
」と「取

と
り札

ふだ
」を作

つく
る。

生
せい
活
かつ
の中

なか
で大人

おとな
も子

こ
供
ども
も、ことばを使

つか
った遊

あそ
び

を楽
たの
しんでいます。今

こん
回
かい
は、「カルタ遊

あそ
び」

と「三
さん
行
ぎょう
ラブレター」の二

ふた
つを取

と
り上

あ
げます。

目
もく
的
てき

日
に
本
ほん
語
ご
のことば遊

あそ
びを通

とお
して自

じ
分
ぶん
を表
ひょう
現
げん
する。

ことばで遊
あそ
びながら楽

たの
しく学

がく
習
しゅう
する。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
～上

じょう
級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

テーマ “もっともっと”ことばで遊
あそ
ぼう！

30分
ぷん
程
てい
度
ど
の時

じ
間
かん
で行
おこな
うには、取

と
り札

ふだ
は全

ぜん
部
ぶ
で50枚

まい

ぐらいが適
てき
当
とう
。ここでは、１クラスの人

にん
数
ずう
が10人

にん
で、

2つのグループに分
わ
かれて同

どう
時
じ
にカルタ遊

あそ
びをする場

ば
合
あい
を

紹
しょう
介
かい
する。1人5つずつ複

ふく
文
ぶん
を作

つく
り、それぞれの文

ぶん
に

ついて、読
よ
み札

ふだ
1枚
まい
と取

と
り札

ふだ
2枚
まい
を作

つく
る。

3 カルタ遊
あそ
びをする。

1）10人
にん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、5人

にん
ずつ2つのグループに分

わ
かれる。

2）2つの机
つくえ
やテーブルの上

うえ
に10人

にん
が作

つく
った50枚

まい
の取

と
り札

ふだ
を

それぞればらばらに置
お
く。

3）1人ずつ順
じゅん
番
ばん
に前

まえ
に出

で
て、自

じ
分
ぶん
が作

つく
った読

よ
み札

ふだ
（5枚

まい
）

を読
よ
む。読

よ
む人

ひと
はAさんの次

つぎ
にFさん、次

つぎ
にBさん…

と2つのグループから交
こう
代
たい
で出

で
る。

読
よ
み札

ふだ
を読

よ
む人

ひと
は前

ぜん
半
はん
を読

よ
んだ後

あと
で少

すこ
しポーズを

おき、取
と
る人

ひと
が後

こう
半
はん
を予

よ
想
そう
する時

じ
間
かん
を与

あた
える。

取
と
る人

ひと
は、予

よ
想
そう
しながら取

と
り札

ふだ
を探

さが
して取

と
る。自

じ
分
ぶん
の

読
よ
み札

ふだ
を読

よ
む時

とき
は、取

と
り札

ふだ
を取

と
ることができない。

4）全
ぜん
員
いん
が読

よ
み札

ふだ
を読

よ
んだら終

お
わり。一

いち
番
ばん
たくさん

取
と
り札

ふだ
を取

と
った人

ひと
が勝

か
ち。

クラスメートが作
つく
った文

ぶん
を使

つか
って遊

あそ
ぶカルタは、

とてももりあがりますよ。予
よ
測
そく
能
のう
力
りょく
、文

ぶん
法
ぽう
能
のう
力
りょく
の訓

くん
練
れん

にもなるでしょう。

～前
まえ
に、～あとで、～から、～ので、～が、～けれども、

～とき、～たら、～と、～ば、～なら、～ても、～のに　など

ひとり

読
よ
む人

ひと

Aさん

A

Xグループ Yグループ

B C

D E

F G H

I J

取
と
り札

ふだ
例
れい

読
よ
み札

ふだ
例
れい

ひとり
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研
けん
修
しゅう
参
さん
加
か
者
しゃ
のカルタカードの作

さく
品
ひん
例
れい

では次
つぎ
に「三

さん
行
ぎょう
ラブレター」ということば遊

あそ
びを

紹
しょう
介
かい
しましょう。

◆三
さん
行
ぎょう
ラブレター　

「三
さん
行
ぎょう
ラブレター」というのは、三

さん
行
ぎょう
に分

わ
けて、60字

じ

程
てい
度
ど
の文

も
字
じ
数
すう
で、自

じ
分
ぶん
の想

おも
いを書

か
くラブレターです。恋

れん
愛
あい

の感
かん
情
じょう
を表
あらわ
すだけでなく、家

か
族
ぞく
や友

とも
だちへの愛

あい
情
じょう
や

感
かん
謝
しゃ
の気

き
持
も
ちを書

か
いてもいいですし、ペットや物

もの
に対

たい
する

気
き
持
も
ちを率

そっ
直
ちょく
に表
ひょう
現
げん
してもいいです。自

じ
分
ぶん
の感

かん
じて

いるいろいろな想
おも
いを三

さん
行
ぎょう
で書

か
き表
あらわ
してみましょう。

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの2006年

ねん
度
ど
長
ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
参
さん
加
か
者
しゃ
が

作
つく
った作

さく
品
ひん
の中

なか
からいくつか紹

しょう
介
かい
します。

風
かぜ
になっていつでも触

ふ
れたいぐらい「君

きみ
」に

恋
こい
しているのでしょうね。

遠
とお
くからでも家

か
族
ぞく
の愛

あい
情
じょう
に支

ささ
えられている

おかげで、真
ま
冬
ふゆ
の生

せい
活
かつ
でも我

が
慢
まん
できるんですね。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：有

あり
馬
ま
淳
じゅん
一
いち
（日

に
本
ほん
語
ご
試
し
験
けん
センター設

せつ
立
りつ
準
じゅん
備
び
室
しつ
研
けん
究
きゅう
員
いん
）、木

き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

・日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
2級
きゅう
に合

ごう
格
かく
すれば、

毎
まい
月
つき
給
きゅう
料
りょう
に1000円

えん
追
つい
加
か
してもらえます。

・日
に
本
ほん
では、春

はる
になると

川
かわ
に沿

そ
って桜

さくら
が咲

さ
きます。

もし私
わたし
は風

かぜ
だったら、

誰
だれ
にも見

み
えないように、いつでも君

きみ
に触

ふ
れられる…

どうして私
わたし
は風

かぜ
じゃないの。

（ウズベキスタンのVさんの作
さく
品
ひん
）

熱
ねっ
帯
たい
国
くに
から今

いま
離
はな
れている私

わたし
が

ここの冬
ふゆ
の寒

さむ
さに耐

た
えられるのは

君
きみ
と子

こ
供
ども
たちの温

ぬく
もりがここまで届

とど
いたから

（インドネシアのFさんの作
さく
品
ひん
）

「あなた」に会
あ
ったときの気

き
持
も
ちを、擬

ぎ
音
おん
語
ご
・擬

ぎ
態
たい
語
ご

を使
つか
ってユーモアたっぷりに表

ひょう
現
げん
していますね。

慣
な
れないと、短

みじか
くまとめて表

ひょう
現
げん
するのは学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に

かなり難
むずか
しいでしょう。でも、制

せい
限
げん
された形

けい
式
しき

（＝不
ふ
自
じ
由
ゆう
さ）の中

なか
で、自

じ
分
ぶん
でいろいろ考

かんが
えて工

く
夫
ふう
して

表
ひょう
現
げん
する（＝自

じ
由
ゆう
さ）のがことば遊

あそ
びのおもしろさと

言
い
えます。授

じゅ
業
ぎょう
では、（1） 三

さん
行
ぎょう
に分

わ
けて書

か
くこと、

（2）字
じ
数
すう
は60字

じ
ぐらいにすること、（3）自

じ
分
ぶん
の気

き
持
も
ちを

書
か
き表
あらわ
すことの3点

てん
を強
きょう
調
ちょう
して指

し
導
どう
するとよいでしょう。

作
さく
品
ひん
ができたら、それぞれが好

す
きな作

さく
品
ひん
をクラスで

投
とう
票
ひょう
してみるのもいいでしょう。

2006年
ねん
度
ど
の長

ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
のクラスでは、下

した
の作

さく
品
ひん
が

最
さい
優
ゆう
秀
しゅう
賞
しょう
に選

えら
ばれました。

「あなた」と「私
わたし
」で二人

ふたり
一
いっ
緒
しょ
に

作
つく
り出

だ
す美
うつく
しいメロディー。

きれいなラブレターですね。

※日
に
本
ほん
の伝

でん
統
とう
的
てき
な楽

がっ
器
き
。

弦
げん
が三

さん
本
ぼん
ある。ギターに似

に
た形
かたち
。

「心
こころ
に響

ひび
く三

さん
行
ぎょう
ラブレター」というコンテストが毎

まい
年
とし

開
ひら
かれています（主

しゅ
催
さい
：日

に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
章
しょう
能
のう
力
りょく
検
けん
定
てい
協
きょう
会
かい
）。

1999年
ねん
から始

はじ
まったこのコンテストは、すでに第

だい
10回

かい
を

数
かぞ
えています。小

しょう
学
がっ
校
こう
以
い
下
か
の部

ぶ
から、中

ちゅう
学
がく
、高

こう
校
こう
、

一
いっ
般
ぱん
の部

ぶ
と分

わ
かれています。短

みじか
いことばで的

てき
確
かく
に

気
き
持
も
ちを伝

つた
える表

ひょう
現
げん
力
りょく
を養
やしな
うために、授

じゅ
業
ぎょう
で取

と
り入

い
れる

学
がっ
校
こう
も増

ふ
えているそうです。

募
ぼ
集
しゅう
は毎

まい
年
とし
11月

がつ
から1月

がつ
にかけておこなわれます。

さぁ、皆
みな
さんのクラスでもぜひ「三

さん
行
ぎょう
ラブレター」を

作
つく
って、応

おう
募
ぼ
してみてはいかがですか。

太
たい
鼓
こ
を叩

たた
くと、ドンドン。

雨
あめ
になると、雷

かみなり
がゴロゴロ。

友
とも
達
だち
のあなたに会

あ
うと、ドキドキ。

（ベトナムのHさんの作
さく
品
ひん
）

あなたの三
しゃ
味
み
線
せん

※の三
さん
線
せん
と私
わたし
のヴァイオリンの四

よん
線
せん
で

なんとも言
い
えなく美

うつく
しいよね！

言
こと
葉
ば
で言

い
えない気

き
持
も
ちを楽

がっ
器
き
で言

い
わせてね。

（ニュージーランドのスマイス・クリスティーナ・

フィオーナさんの作
さく
品
ひん
）

参
さん
考
こう

日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
章
しょう
能
のう
力
りょく
検
けん
定
てい
協
きょう
会
かい

http://www.kentei.co.jp/bunken/index.html


